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は

公

.の
市
場
に
於
け
る
購
買
婚
の
形
式
に
よ 

-9
.た
も
の
で
.

あ
；：

る
と
•寒
ふ
が
、
、.そ
の
，鱗
貨
婚
の
場
合
，
婚
姻
關
係
が
こ
の
'市
場
に
行
か
ぬ
以
前
に
、
_
實
成
立
.し
た
場
合
で
も
、
必
ず 

:1

故
は
こ
'
.の

.T
I
J皆
に
趨
い
て
寶g

貝
締
結
の
形
式
を
®
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
-i
い
ふ
が
如
き
に
到
つ
て
は
Q
, 

a
o
s
o
l

QQ
p
a
, 

M
o
e

_
:
p
.

 

4,t
o
2
r
J
,
'
G
f 

schtaltersmer, 

Leip 
最
 

V
I
I
,
密

^
^

放
會
的
事
.項
，に
移
つ
'7
:
居
る
こ
:.
^
を
示
す
も
0
と
考
は
'ざ
否 

か
め
.獨
逸
語
の
W
ぼ

と

い
ふ
‘次
字
が
、
語
原
的
に
^
と
か 

法
#
關
係
と
か
，い
ふ
意
味
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
.と
の
如
き
、
T
V .ま
た
こ
の
間
の
消
息
を
能
.く
談
.る
も
の
で
あ
ら
ぅ
0

2 

:
„

(

1
> 

f

 若
し
く
は
簡
單
に
皆
とiK

ふ
：語
は
、
獨
迆
古
語
で
は
1

1 

f
 

0
1
:

若
し
-<
*
は
！

货

f

u

l

l 

t

i

s

l

と
云
ふ
.

;

T 

1

B

0

I
と
袞
ふ
意
味
で
は
な
か
つ
た
0
然
.る
：に
.そ
れ
が
、
法
規
忆
從
つ
て
.取
り
結
ば
れ
、
そ
レ
て
ー
定
の
法
律
上
の 

ぐ
保
讓
を
受
く
る
場
合
に
は
、
常
に
こ
の
語
が
用
ゐ
ら
れ
た
.^
と
こ
ろ
よ
り
、
遂
に
そ
の
本
来
の
意
味
を
失
ひ
、
形
式
的
な
羅
か
ら
裏
的
な 

も
の
に
變
化
し
了
り
、
遂
にehlich

と
云
へ
ば
、
最
早

1|

屋
の
謂
に
非
ず
し
て
、
單
に
|

|

|
3
の
謂
に
爲
り
了
つ
た
の
で
あ
.
 

る』
(

Jv'
o
r
i
n
m
, 

a. a. 

o
. 

s. 578)0

O
O

中
川
葉
叻
敎
授
も
こ
の
靡
に
注
意
を
向
け
' 
こ
.の
こ
と
は『

よ
く
真
ゲ
ル
マ
.

X

人
の
社
會
に
於
い
て> 
旣
に
婚
姻
が
其
最
も
、若
し
く 

说
唯
一
と

耷
つ
て
も
い
、
程
の
決
律
關
係
で
-&
つ
た
で
と
k
示
し
i-
t
r居
る
も
の
i

に
fc
r
f心は
れ
る』

と

云
つ
て
S:
る
へ『

婚
姻
の
儀
式』(

一
盔
學 

協
*
徘
誌
第
.四
四
卷
第
.—
»
號
四
三
頁)

。

.

か
、
る
時
代
に
於
け
る
片
极
式
の
多
婚
制
の
如
き
、
今
日
の一.

夫
一
：婦
的
感
情
を
以
て
す
れ
ば
、
或
は
迤
だ
：亂
雜
か
の
如
く
見
え
て

も
、
汍
_''
1
て
，こ
れ
を
以
て
所
謂
亂
婚
的
饨
關
係
の
類
と
爲
す
べ
か
ら
ず
、
必
't
l- ：

儿
の
規
他
が
そ
の
間
に
嚴
作
す
る
を
知
る
べ
く
、

か

へ
き
一
方
o
i
,文
明
钍
會
に
在
つ
て
も
街
、
翼

、
霞
o
行
は
れ
て
居
る
と
と
は
、
时
人

も
^
れ
を
否
み
難
い
と
こ
ろ
で
は
なぃ
か
。
更
に
人
の
よ
く
一
ぷ
ふ
婦
貞
女
淫
の
俗
？>
や
、
入
寮
或
は
媒
會
の
俗
の.如
き
も
、
單 

に
性
的
细
秩
序
.或
は
驰
緩
の
狀

態
-i

-(
o

み
顧
過
す
ベ
そ
も
，o:
で
な
く
、當
時
のA-
:
ロ
狀
態
、
社
會
狀
態#
を
想
ひ
合
す
る
時
、
嚴
れ
等
 

は
皆
、
味
婚
男
女
の
交
渉
を
自
由
な
ら
し
め
、
こ
れ
に
敗
つ
て
酿
實
な
る
婚
姻
へ
の

.機
會
を
與
へ
る
こ
と
に
、
そ
の
要
因
が
在
つ
た
と

 

觀
る
べ
ぎ
-̂
の
が
お
る
。
未
婚
^
女
に
.性
的
交
渉
の
自
li
f
を
與
へ
'る
南
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
一
一
ア
、
印
度•ド
ラ
ヴ
ィ
ー
ダ
原
位
说
^
等
 

に
於
け
る
諸
制
に(Mlmer Lyer, 

a. a. 6-. lilV w
a
p

:**

#:
く
の
デ
タ
.あ
り
}
.に
觀
る
も
、
皆
こ
れ
等
以
期
間
の
中
に
漸
次
確
實
な
る

 

關
係
^
坐
ぜ
％
め
て
こ
れ
を

「

婚
姻」

に
ま
で
到
ら
わ
め
る
、
然
も.一
度
び
婚
姻
の
關
係.を
結
.び
た
る
も
の
、
性
關
係
に
ば
嚴S1
な
る
制 

•^
を
加
.へ
、
且
0
實
際
.に
於
い
て
も
そ
の
結
合
が
至
極
確
實
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
學
ぶ
。
蓋
し
、斯
く
の
'如
く
こ
れ
等
社
會
に
於
け
る

 

婚
姻
.の
碑
乎
た
る
制
度
的
體
裁
を
具
ふ
を
見
る
は
尤
よ
り
、
そ
の
社
會
の
性
關
做
一
般
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
も
、，自
か
ら
な
る
制
約
が
あ

 

つ
，て
、
1
見
遊
だ
亂
_
に
見
爻
て
も
必
し
も
徙
ら
に
無
秩
序
、
無
覊
紳
の
狀
態
に
.在
つ
た
.の
仓
ば
な
い
と
い
ふ
ご
と
が
考
へ6
れ
る
0 

2 

す
な
は
ち
^

§
は
、
そ
の
は
1
め
か
ら
、
社
會
的>且
0
制
度
的
制
約
の
下
に
、
こ
扎
を
そ
の
本
腎
の
裡
に
含
め
て
、
存
し
た
の
で
あ
る

0 

.

r

v
:.
..旣揭
拙
稿
。‘
1
0三
頁
*«
1〕

參
照
。

.

.

(

v ^
. .
¥好
淫
機
。
女
尤
甚
？
將
嫁
之
夕
。
方
與
淫
乾
敍
離
。
夫
氏
1

。
以
多
爲
貴
0.
旣
譲
亦
防
閃
。
宿
犯
姦
苕
。
隨
事
懲
S
 ( 『

北
史』

 

卷
九
六
*列
傳
八
四
*稽
胡
之
條〕

0
な
ほ『

四
裔
考』

0高
句
麗
ニ
、
三
0
挹
遨
三
等
？

. 

. 

. 

.

• 

9
 

)

我
國
に
於
て
も
明
治
初
年
間
ま
で
廣
ぐ
各
地.に散
'在
し
、
人
の
よ
く
知
る'と
と
ろ
で
.あ
る「

乙
女
部
屋」

、r

若
表
宿」

の
.俗
と
同
じ
く
未
婚
 

男

-^
*
の
爲
に一

種
の
共
同
宿
泊
所
を
設
け
て
、
兩
奔
の
自
山
な
る
.交
渉
を
許
す
俗
は-、
東
西
の
盡
人
種
間
に
も
亦
多
く
の
亊
例
を
見
る
の
-
 

’で
あ
る
。
か
の「

視
祭
亂
婚j

の
如
き
俗
も
.亦
同
じ
意
味
合
の
裊
と
云
ふ
べ
き
献
。
な
ほ
三
國
志
_

東
夷
傳
三
十
。
.後

漢

書

烏

梪

鼙

 

列
傅
三
十
。
四
裔
考
四
、.七
、
同
霄
所
引
桂
悔
處
衛
志
、
其
他C

C
A

 

"15r

に
.ま
た
逐
妻」

や
代̂
理
坐
殖
の
俗
の
如
き
；も

*
.
,
考
ふ
れ
ば
、‘そ
の
.
^

g

無
關
心
、
無
統
制
を
思
ふ
よ
け
も
、
寧
ろ
か
へ
つ
て
、
砑
姻

 

婚
姻
の
刺
度
的
特
性
或
^
經
濟
性.
 

八」

，

0三
八
£



婚
姻
l

i

l

醫

 

八

八

c

i

に
於
け
る
制
度
的
目
的
：の
强
調
の
方
に
、
推
論
を
歸
着
せ
し
_む
：べ

-#
や
に
思
ふ
0

'

.

ご

=.
.

婚
姻
に
於
い
て
f

る
べ
き
子
女Q

響

は

f

夫
婦
の
永
續
的
共
同
I

を
必
要
^
^
^
^

し
て
原
始
家
族
共
同
態
の
.結
成
直
た
る
一
要
因
で
あ
る
。(

飩
出
拙
稿
。n

一
 
一
〇
頁
以
下
參
照〕

c
iそ
の
始
め
に
於
い
て
氏
族
態
.の
裡 

H

包
在
せ
ら
れ
た
る
家
族
態
が
、
氏
族
態
そ
の
も
の
禽
部
的
崩
壞
を
通
じ
て
父
權
的
大
家
族
態

の

成

立

.

に

ま

で

立

ち到
り
、
更
に
こ 

れ
が
今
日
の
如
き
小
家
族
態
に
ま
で
更
に
分
解
し
た
る
經
過
に
つ
い
て
は
兹
5

々
論
述
す
る
こ
と
を
爲
さ
な
い
が
、
2

こ
の
間
終 

始『

家
.l

i本
裏
し
た
も
の
は
、
こ
の
婚
姻
的
共
同
_

で
あ
る
。
殊
K
人
類
.

I霞

術

Q

組
織
が
分
立
的
所
有
制
度
を
_

と 

し
て
營
ま
そ
に
於
い
て
は
、
'こ
の
場
合『

家』

は—
現
在
的
、
且
つ
累
世
的
に
、
私
有
財
產
制
度
、
婚
姻
制
度(

こ
の
場
合
こ
の
言
葉 

は

や

:>
狹
義
に
解
せ
ら
る
べ
し)

、相
續
制
度
の
一
ニ
位
ー
體
的
鼎
足
の
上
に
營
ま
る
、
こ
と
に
，ょ
？

、
そ
の
永
世
的
^
瀆
は
續
け
ら
れ 

る
の
で
，あ
る
。
斯
く
て
婚
姻
は
最
早
軍
な
る
私
的
自
然
的
事
項
の
.分
野
i

る
に
非
ず
し
て
、

一
の
制
度
的
意
味
が
、
本
質
的
に
加
重 

せ
ら
れ
る
。
單
な
る
性
關
係
と
婚
姻
と
は
巖
蕾
區
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ハ
。

:

.
 

'(

1) 
'

家
族
態
の
雪
が
先
き
で
I

:
か
、
氏
族
態
の
發
生
が
先
き
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
、
學
者
の
間
に
爭
の
在
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
馨
 

.

.

.は
今
家
族
態
先
在
の
說
を
採
る
。
家
族
は
發
坐
的
に
は
氏
族
に
先
行
し
、
そ
の
は
じ
め
に
於
い
て
氏
族
に
含
在
し
た
も
の
.と
考
へ
る
。

9
 

V 

0

3

1 

s
- 

^
 

I

s

- 

&
 

I

s
 

r
 

^

.

1

-
 

S

I
 

n

 

1

1

3
 

I

 

I

P

 

-

河
田
里『

髪
制
度
硏
究』

、
同『

家
族
制
度
と
婦
人
題』

0
拙
蒙
世
敎
霧
的
徵
利
論
考』

七
頁
、1

1

頁
。
等
參
照
o
'

ち
邦
■ベ
の
.
^
く

し

て
所
謂『

ニ
人
格
者
沿
の
靈
及
肉
の
結
合j

と
一
石
ふ
が
如
き
婚
姻
に
於
け
る自
然
的
•
人
性
的
®
版
が
、常
に
之
れ
に 

.
'
'
V

..
'
|

本
が
.に
存
在
す
る
こ
と
は
決
し
て
肯
む
べ
か
ら
ざ
る
も0で
.ぁ
っ
て
\

こ
れ
と
同
時
に
そ
の
制
度
的
屬
性
も
亦
之
れ
が
れ
め
阢
な

る
屬
膺
の
ヾ
一.を
，

ず

飞

の

で

あ

る

ひ

そ

'0
前
者
在
：る.が
故
.に
馨
が
諸
他
の
社
#
的
.法
律
的
制
度
と
'比
較
し
て
>.:
直
！
に
始
原
的
に
、
 

濃
厚
に
，::
:
A'w
:
g
‘私
的
特
微
を
.有
す
る
-i
い
ふ
意
味
で
、
然
も
そ0
.限
り
.に
於
い
て
#
に
人
性
的
I

云
が
得
ベ
く
ん
ばI

制
度
な 

り
と
い
.ふ
こ
.と
は
，謂
ひ
得
，
や
ぅ

0
乍
併
そ
'の
本
質
を
前
者
.に
.の
み
眼
る
の
は
當
ら#
い
0
婚
姻
に
於
け
_る
.制
度
的
*社
#;
的
]1
;
:性
ま

.、
そ

 

の
自
然
例
*私
的
屬
性
と
同
位.に
在
つ
.て
婚
姻
の
槪
念
；を
規
定
す
る0
縱
し
前
若
は
.ど
こ
ま
^
も
そ
0
根
本
要
«:
を
爲
す
.も
の
で
あ
つ

 

て
も
、
後
#
の
附
.加
を
見
な
い
限
り.、
.#
姻
な
'る
觀
念
，は
：成
立
し
な
いo
ア
.ィ
ス
ク
リ
ー
ム
の
主
成
分
が
、
杯
學
的
に
一
ヰ
つ
て
«
脂
で
あ

 

る
と一

習

て

も

、
I
こ
.の
限
りk

於
い
て
'
粗

脂

は

ァ

ィ

ス

ク

リ

、
丨

<
の
泳
質
的
要
素
な
り
と
は
茕
へ
る
が
然
も
こ
：れ
に
蛋
白
質
、
擗

 

分
等

を

混

和

し

た

ビ

け

の

'^
態

で
は
1
何
人
も
$
だ
ア
ィ
ス
ク
リ「

丨
ム
と
は
呼
ば
な
い
で
あ
ら
ぅ0.
こ
れ
が
棟
結
P
狀
態
に
置
か
る
、
 

に
於
い
て
の
み
、
人
は
は̂
め
.て
：
こ
れ
を
ア
ィ
ス
ダ
リ
ー
ム
ゝ
と

.呼
ぶ
..で
あ

ら

ぅ0
步
ず
ダ
ー

(

の

が
*
こ
£

1#:
釔

混

和

結

合

せ

し

め

た

'
<げ
ヤ

は

：、
未
：
だ
足
ら
ぬ
：

0
こ
れ
を
水
に
：投G
て
沸
_

_
$:
-
生
ぜ
し
：め
た
時
に
於
て
、
は
じ
め
て
 

.サ
ィ
ダ
ー
と
呼
.ぶ
？
時
：忆
そ
の
以
前0
混
和
物
を
固
形
1)
'ィ
ダ
I
と
呼
ぶ
：こH ；

が
あ
づ
：て
も
、
そ
れ
は
類
队
を
以
て
す
る
便
.宜
の
呼
稱

 

'に
過
ぎ
ず
何
人
も
こ
れ
を
直
ち
に
サ
ィ
ダ
丨
ど
伺

|

に
は
考
へ
な
い
：で
あ
ら.ぅ
;0
少
く
と
も
、
婚
姻
に
■於
け
含
 

者
V
遵

、
；

.

爾
者
相
俟
つ
て
は
じ
め
て
婚
姻
を
婚
絪
た
，ら
し
め
る
、
否
そ
の
：

_

論
靑
的
意
味
ょ
り
云.へ
：ぼ

、
寧

ろ

後

者

に

多

く

の

：決

 

「

定
力
を
認
;:
t
f务
ベ
奢
で
あ
る
。
.
：
 

-

:.
•
•

• 

'殊
に
婚
姻
ぬ
於
け
る
直
接
晨
的
繁
方
而
、
す
：な
は
ち
附
性
の
性
的
交
涉
そ
|

:の
：が
、
：漸
次
オ
1
:ト
ノ
ミ
f
的
發
卷
遂
げ
、

M
姻
に

灰

け

るI
接
.智

首

，

な
喪
求
が
昇
華
或
は
後
退'じ
*
7.
つ
：た

後

：に
；

^
ピ

特
忉
が
强
普
座
命
を
持
す
る0
で
.あ
\る
0:
.否
、

■<
:
'
:
の

特

性

も

亦

そ

れ

自

身

；
の
發
展
を
遂

6
る
に
#
つ
.て
：、
婚

姻

内
50
人
：々

を
、
逆
に
制
 

.度
に

ま

；で
服
せ
.し
め
.
と̂

す

る

傾[»
]
.
ざ̂
'.ぇ
在

る0
;で
-.あ
；る0
/
:
;
.
.

r

た
婚
姻
の
制
度
的
特
性
：或
は
糙
濟
性

：
. 

：

八
'
 

Q
1
V
L 

ノ



f
i
l
l
:

•

.

者

Q

i

-
:
fて

誉
I

網

は

決

し

：て
：舞I

も
：：

Q
s
.な

沒

從
■っ
て
早
く
か
ら
婚
姻
外
の
性
結
合
、
す
な
はち
I

が
婚
姻
と
認
む 

る
以
外
f

結
合
と
.、
，
婚
姻
的
性
結
合I

社
舞
的
麗
は
'

_

裏

故

^

^

L
て 

'こ
の
%
合
と
01

—-
*っ
の
性
結
合
P
實
際
上
の
：區
別
の
，議

は

，
霞

そ.れ
が一:

豪
制
度
的
關
係
の
中
、
或
は
上に
f

や
否
や 

で
あ
る
P
,す
な
は
ち
i

の
女
性
が
婚
纲
す
るI

は
I

.
の
i

謙
し
て
：

同
時
に
夫
の' 

家
S

に
家
I

、
'現

實

的

震

共

同

職

、

及
そ
の
：
永

世

的

讓

.を
5

)

の
嫁
た
る
翁
分
に
入
る
と
考
へ

ら

れ

る

。

I

人
性
的
、
或
は
自
主
的
傾
向
に
於
い
て
、後f

比

し

寒
I

f

做 

て
も

'名

そ
.

§: ；

表

れ

と

し

て

、
.
こ

れ

が

締

褚

せ

て

必

ず

父

兄

の

承

f

必
要
と
し
た
|

レ
こ
と
の
如
き
、
こ
れ
よ
り
し
，
I

W

I
い
て
は
、
.早
く
父
權
的
社
會
を
有
っ
た
こ
と.
 

を
知
I

T

I
あ

る

真

に

、
2

ま
た
一
に
婚
姻
の
制
度
的
性
質.

I
兀
的
银
f

語
f

の
で
あ
I

O

I

」

C
〕

守
か
國
上
な
婚
姻
螽
は
，.洵
に
人
性
的
で
あ
り
、
皇
的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
或
る
女
性
を
得
ん
と
す
る
男
性
は

.所
謂「

妻
問
ひ
-に 

よ
？

或
鐘
會(

羼

〕

に

よ

讀

そ

の

同

豪
f

求
め
，た
ー
中
田
博
士
が
我
國
土
代
め
婚
姻
は

§

私
約
に
よ
っ.て
成
立
.す
る
と

 

こ

沄

は

れ

た

(

裏

霞

f

 
I
言

で
I

が

ー

點

に

も

明

で
.
I。
，
洵
に
婚|

ふ)

は
呼
び
合ふ
で
I

。
妻

問

ひ

の

代

表

的

舆

_

•

之
.し
て
次
の
：
一

」

節

を

慕

記

か

ら

滞

：

h

る
0

だ
好
意
の
：持
て
る
情
景
の
議
た
る
を
禁
じ
得
な
パ

o
._
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此
八
千
矛
神
。
將
婚
高
志I

沼
河
比
賢
。.幸
行
之
時
。
到
其
河
沼
比
賣
之
家
。.歌
日
。
夜
響
許
能
。
迦
徵
能
美
許
登
波
。
夜
斯

 

ソ
南
。
葡
蠢
岐
迦
泥
豆
。
登
富
登
當
斯
。
/故
志
能
久
邇
邇
佐i

墨

。
阿
理
登
岐
加
志
豆
。
久
議
賢
遠
。
阿
理
霞
許
志
马
佐
用

 

に

け

/pi
:
:
:
阿

容

々

期

:0

パ
婆
比
邇
。
阿
理
加W
婆
勢
多
知
賀
遠
母
。
伊
麻
陀
登
加
受
骂
游
须
比
謙
。
伊
麻
陀
登
加
泥
婆

o
議
賣
能o

_

_

^
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l

u

_
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r

?
r l
u

^ l
y

l;
f

l

^

^

^! l
0̂
f

s

i

s

i

^

h

;;
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_
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_

_

加
比
。.許
登
能
。
.'加
多
a
.其
登
母
。
許
遠
婆
。
爾
其
沼
河
日
賢
未
開
戸
自
內
歌
日
。.
夜
知
富
許
能
o
書
能
美
許
等
。
怒
延
久
佐
能
。
0

0

^
 

阿
禮
婆
、：

和
何
許
許
呂
°
宇
良
須
能
登
理
叙
。
伊
麻
許
曾
婆
。
知
抒
.理
爾
阿
.
M牟
遠
。
伊
能
知
波
那
志
勢
多
麻
比
曾
。
伊
斯
多
布
夜
。
呵
麻
彼 

豊
迦
比
。
許
登
能
。
加
多
理
造
登
母
。
許
遠
婆
。
阿
遠
夜
麻
题
。
比
賀
迦
久
良
婆
。
奴
婆
多
麻
能
。
W
波
伊
傅
.那
牟
。
阿
佐
比
能
。_

惠
美
佐 

迦
延
岐
豆
。
多
久
豆
怒
能
。
斯
路
岐
多
陀
牟
岐
？：

阿
和
凼
岐
能
o
和
加
夜
流
牟
泥
遠
。
曾
陀
多
岐
。
多
多
岐
麻
那
賀
理
。
麻
多
麻
傅
。
多
麻
傳 

佐
斯
廊
岐
。
宅
.毛
郝
賀
爾
。
伊
波
那
佐
牟
遠
。
！
：夜
爾
。
郝
古
斐
岐
許
志
。
夜
知
富
許
能
。
迦
微
能
.美
許
登
。
許
登
能
。
迦
多
理
蓊
登
母
。
許 

遠
婆
。
.故
其
夜
不
合
而
。
明
日
夜
爲
命
也
。』

'

.歌
垣
.は
一
種
の
競
合
的
求
婚
で
あ
る
。
.ど
れ
を
共
同
婚
.の
.遺
®

り
と
做
.す
の
説
に
は
遽
.に
賛
成
し
難
い
。
彼
れ
歌
ひ
此
れ
答
へ
て
胸
中
を 

相
互
に
.述
べ
盡
し
て：、

：

意
の
役
合
を
俟
.っ
て
は
じ
め
て
婚
す
：る
0
前
例
妻
問
ひ
、
或
は
婚
办
と
向
じ
い
0
そ
の
代
表
的
な
る
記
事
は
日
本
臀
記 

卷
十
六
武
烈
紀
。
；m

泊
瀬
太
子
と
平
群
眞
鳥
の
子
鮪
と
が
嫌
：媛
を
相
筆
っ
た
.條
下
。
又
應
神
夫
皇
と
.矢
河
枝
嫒
と
の
そ
れ
の
如
き
が
あ
る〕

.
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中
田
傅
士
、
旣
出
3
制

泰

s

.1

頁
。
_
塬
法
，に
於
.い
て

も

、
ゲ

ル

マ

、ハ

IV
货
に
於
い
：
て
^
、
共
に
家
長
の
，同
意
權
を
規
定
し
た
。 

(

粟

生

。
.
.
夫

敗

傅

士

 IT

婚

姻

法..の
近

代

化

』
〕

。
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..
ン

'

へ

.':
'
V

?)

，
.須
佐
與
.命

が

櫛
^
田
比
賣
と
、
道
々
.杵
命
が
吾
出
.鹿
奪
津
比
賣
と
各
々
.結
婚
し
た
時
、
そ
れ
皆
女
の
父
の
許
可
を
得
て
後
に
こ
れ
を 

爲
し
だ
。
火
照
命
と
海
神
の
緩
と
が
婚
し
た
時
に
も
、
亦
、
父
神
.の
許
对
を
要
し
た
こ
.と
が
明
'に
窺
は
れ
る
:1
,、
大
隊
主
_神
が
須
世
理
媛
を
 ̂

た
時
に
も
、
旣
に
他
の
機
會
に
述
べ
た
'如
く
、
：雄
菱
神
の
許
可
を
得
て
、
こ
れ
を
'遂
げ
たr

以

上

馨

琪

E)

と
：湯
る
.
'べき
で
'あ「

る
。
こ
の 

一'

1

條
を
掠
奪
婚
の
■事
例
.と
考
る
入
が
あ
.
.る
が
拿

ろ

：不
當
：で

あ
る

o
:'
:

3 

:於

い

で

も

亦

「

父

を

知

ら.ぬ
'婚
姻」

0
諸
例
が
存
ず
る
.が
、
：か
、
る

『

©'
.
_が
'泥

び

七

父

權

が

a
立
ず
冬
や
ぅ
に
な
れ
ば
.
S
.權
徉
在
論
.に
.っ
い
て
.は
筆
密
は
自
か
ら
中
山
氏
と
は
考
を
與
に
し
て
居
'§
與

女

‘
の
結 

合
で
.
；ヴ̂
^

^
だ
め
そ
れ
だ
げ
で
足
り
た
1

靈

が

、
：母
賺
代
の
宅
內
的
私
婚
：か
ら
脫
^
て
1

時
代
の
：
社

會

的

公

婚

(

移

る

.の

は

當

；； 

勝
鳅
の
制
齔
餒
性
或
は
瘙
濟
性
r 

- 

九
.
1
.
.

§
丸
ぺ
1
>
.
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囊
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る
父
權
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の
I

I

.
ベ
I

佐
と
急
へ
.I

f
の

彦

I
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>

」

も

f

締
れ
で
I

。
天
照
大
神
の
女
神
に
在
す
こ
と
は
寧
ろ
大
腸
神
話
の一.

例
と
f

べ
き
.で
ぁ
ら
ぅ
。
我
國
h
弋 

.
の
女
子
力
力
な
り
自
由
に
拳
と
平
等
な
地
位
に
在
つ
た
ら
し
い
：I

は
相
當
充
分
|

知
さ
れ
る
に
も
か
ふ
ら
ず
一
方
そ
れ
が
父
權
こ::

•

劈

I

I

表

。
宇
受
I

I
田
比
古
と
婚
し
、.美
孫
の

I

I

I
春
負
ひ
こ
の
家

I

系
M

.て

.ぁ
ら
ぅ
ゃ
母
系
I

は
必
し
も
湯
狀
態
の
存
f

み
か
ら
し
て
、そ
の
存
在
を
論
結
せ
し
め
I

ベ
f

の
2

' 

.

(

X

V

 

V
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ゝ
 

n 

如
 

^
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-
^
/

、
結
婚
し
て
も
妻
が
夫
の
家
に
入
ら
ず 

.失
力
I

家
に
通4

制
度|

如
き
は
，
母
を
中
心
と
す
る
親
族
麗
を
形
く
ら
れ
得
る
し
'
又
子
に
對
し
て
母
の
羅 ̂

g

も
t

得
や
i

i

i

l

s

l

』

二
八
i

®

9

l鎌
I

代
I

い
て
I

も「

I

人」

と
f
 

S
し
ま
た
！
 

_
な
處
た

.
從
つ
で
相
續
の
可
能
も
存
し
た
。、(

貞

永

式

目

十

一

文

一
、'二
十
四
條
、新
編
追
加
、
三
百
二
十
四
、【I

盲
二
十
I

，みtT

參
版0

。

そ
の
嚴
格
な
石
a

K
主
義
の
歷
史
的
意
義
を
併
せ
考,へ
可
き
は
尤
よ

り

で
あ
る
：が
：

_
_
也

た
V
同
じ
こ
i
を
示
唆
'す
る
も
の
で
.あ
.る
。

V
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な
ほ
兹
6

に
注
意
を
向
け
て
考
へ
た
い0
は
'
婚
姻
に
於
忧
る
媒
酚
人
の
意
義
に
就
い
てI

我
、國
|

古

來

奮(

と
う 

め
つ
か
ひ)

の
俗
が
：I

T

>ま
ホ
媒
人
と
一
否
，
仲
人
と
云.ひ
、
？
 

に
直
接
に
旣
に
婚
姻
關
係
$
成
立
>
或
杜
成
立
參
取
結
ば
れ
た
後
に
あ
.つ
；べ
、
少
ぐ
と
も
^

た
め
-C
D
形
式
的
要
利
と
し
て
、.わ
ざ
^

-所
謂
.媒
酌
人
^̂
立
.つ
.
.る
例
は
、
人
办
日
常#
こ
れ
を
看
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う.o
.
^
¥J
.の
俗
は
、
.
 

畢
竟
兩
者
0
間
に
龙
つ
て
所
謂
货
緣
を
取
り
結
ぶ-#
介
を
爲
す
を
.目
的
と
ナ
'
.る
も
ひ
^

容

は

|
&
多
べ
;.
^
庞
的
者
»
亦
會
ま
る
、

の
«
際
と
>
そ
の
.然
る
べ
き
理
出
を^
す
ざ
と
^
に
、
S

更
に
媒
酌
人
は
ま
た
そ
の
婚
 

姻

に

#

ず

る

ー

，
輯

办

.::
1
{
:^#
攸
7|
:
認

者

の

地

.

叉

は

少

く

と

も

こ

ル

に

：對
す
る

.證
人
の
意
味
を
含
むも

の
た
る
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
洵
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戶
令
遍
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几
: ^
嫁
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^
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亦

待
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父.母
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母
■
諸
諸
親
之
命
0假
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媒
人
直
氣
女
許#
先

申

祖

父--
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父

母

 

早
く
媒
ス
あ
:^
を
茈
規
:(
0
:婚
姻
と
見
;-
'
然
ら
茗
る
は
、
之
れ.
1私
通
.と
看
た
:0
俗
間
川
柳
子
の
0
ふ『

な
こ
う
ど
の
あ 

お
も
し
：ろ
さ
1
.
>傳
ふ
る
憩
中
.の
^

は̂
必
し
も
簡
單
で
は
な
：い
が
、
：然
も
ま
た
よ
く
媒
酌
ム
の
社
會
的
意
義
及
び
こ
れ
よ
り
し
て
婚

 

姻
の
制
度
胜
、
社
會
性
を

I

本
唆
す
る
に
足
る̂

の
.が
あ
ら
う
o
栽
國
民
法
が
婚
姻
の
屈
出
に
成
年
の
證
人
ー
一
入
を
要
求
す

る
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皇
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以
徵
髮
長
嫒
？
秋
九
月
中o
:髮
長
媛
至
日
向』(

膘
神
紀
十
三
：年_
:月
條
>
と
あ
り
0
尙
ほ
仁
證
四
十
年
春
三
埒
條
。
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す
る
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な
る
も
の
は
、
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恰
好
の
二
人
格
I
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結
合
^
^

,
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f
 く
媒
人
ー
の
俗
I

な
か
つ
た
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o
實
際
に
於
い
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入
の
考
慮
す
る
と
養
、
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ぁ
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に
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否
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の
I

本
人
i

馨

關

|

產

、
如
f

な
し
I

.
の
I

I

こ
と
を
意

へ

：

媒
人
の
I

的

裏

、
更
i

f

婚
姻
|

度
性
を 

.

.

理
解
す
る
i

t

尙
ほ
媒
人
の
更
に
今一

っ
の
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會
的
意
義
に
っ
い
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は
、
i
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自
身
本
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之
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ず
る
屬
性
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ぁ
っ
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、
如
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とI

し
難
I

の
が
ぁ
る
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诺
め
は
無
い
が 

>
.
事
實
に
.於
い
.て
* 

©■
支
配
を
脫
か
れ
灯
こ
と
ゆ
多
い
の
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
諸
民
膨
に 

於
け
?>
;
事
例
は
：名
懲

1焉

0片
旣
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；
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。
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；
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見
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瞭
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、
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範
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潘
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猢
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古
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；f

の
に
對
す
る」

赠
的
承
部
を
观
ル
と
企
て
本
こ
と
竹
极
め
て
！£

然
の
こ
と
t
あ
っ
た
。Hand 

whnre 

wand :

で
あ
り
I
 

H

I
 

I
 

Iであ
る
。
.
ノ
1
繚
;の
鼠
製
だ
る
法
益
抝
、
み
だ
舭
く
し
て
其
の
享
有
^

改̂
み
た
0.
ロ
ー
マ
の 

■ 

1

^
1
0̂ raditio,

ゲ
ル
マ
.ン
の
oq
l

ョに
！
；

す

'^
法
制
は
"

_の
間
の
浒
息
ぢ
語
る
‘に
宠
分
で
あ
る
0
固
よ
り
之
等
听
有
權
上
の
證 

と
相
，

し
：
で

、
若

し

く

は

之

よ

0
市
£
尤

に

し

て̂
っ
古
ぎ'親
族

法

：ザ.殊
に
婚
姻
从
上
の
观
.^
が
.、
か
、
.；る
原
則
の
例
外
な
る
こ
と
は
不
可
.
 

能
で
あ
っ
た
。9

來
は
他
人
の
娘
一
で
あ
マ
た

T

人
め
女
性
を
'
自
今
ば
已
_
の
^ ；
:
i
:u'
s
蹩
h
受
げ
た
場
合
、
恥
等
ら
と
ダ
で
ぞ
れ
1
富
よ
b 

.

.も
觅
に
：貴
{
.'
1
<
.
な
4
財
«
の
獲
得
で
あ
：っ
^.
_
權
-の
珍
轉
よ
り
も
-
更
に
大
：き
い
强
い
_
1
:關係
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潮
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